














要約  妊娠届時の妊婦、一歳 6 ケ月児の母親の喫煙率は 24%,22%であった。妊娠中はそれ

ぞれ 7.3%,9.2%と減少していたが,出産後は 19%と再び増加しており 63%が 6 ヶ月以内の授

乳期に再開していた。両親の喫煙は低体重児の出現率,子どもの呼吸器疾患・症状に悪影

響を及ぼしていた。妊婦・母親の約 70%が喫煙防止教育を受けていたが、胎児・子どもへ

与える影響についての知識保有率はまだまだ低く、知識も浅かった。非喫煙者の方が知識

保有率が高く、妊娠を契機に保健・医療機関で指導を受ける機会が多いことから、妊娠届

時に教育・指導を強化することは意義があると考えられた。家庭はじめ様々な場所で,間

接喫煙を受けており有職者の方が機会も時間も長かった。


